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開会 午前１０時０１分 

────────────────────────────────────────────────────── 

○品田委員長 ただいまより、経済文教常任委員会を開会します。 

本日の出席委員は全員であります。 

初めに、令和３年第５回臨時会提出議案についてを議題といたします。議案第１号、令和３年度

旭川市一般会計補正予算について、理事者から説明願います。 

○三宮経済部長 議案第１号、令和３年度旭川市一般会計補正予算のうち、経済部所管分につきま

して御説明申し上げます。 

補正予算書８ページを御覧ください。７款１項１目商業振興費、旭川市事業継続応援支援金１億

１７４万６千円でございます。緊急事態措置等の影響を受け、一定の収入減少があった事業者に対

しまして、国の月次支援金や北海道の特別支援金Ｂの給付決定額に本市が独自に上乗せをして支援

金を給付するため、さきの第４回臨時会におきまして補正予算の議決をいただいたところでござい

ますが、新たに８月２０日から本市が、まん延防止等重点措置及び緊急事態措置等の対象区域に指

定されたことに伴いまして、８月分と９月分の国の月次支援金についても、上乗せ給付を行おうと

するものでございます。 

以上、よろしくお願い申し上げます。 

○品田委員長 ただいまの説明につきまして、特に御発言はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○品田委員長 なければ、本日のところは説明を受けたということにとどめておきたいと思います。 

次に、２、報告事項についてを議題といたします。 

まず、令和３年第５回臨時会提出議案に関わる事項であります。千代田小学校（Ａ）増改築工事

について、千代田小学校（Ｂ）増改築工事について、千代田小学校増改築衛生設備工事について、

感染防止対策協力支援金に係る補正予算についての以上４件につきまして、理事者から報告願いま

す。 

○品田学校教育部長 令和３年第５回臨時会提出議案のうち、総務常任委員会所管事項ではありま

すが、学校教育部に関わりのある議案につきまして御説明申し上げます。 

議案第５号、千代田小学校（Ａ）増改築工事、議案第６号、千代田小学校（Ｂ）増改築工事、議

案第７号、千代田小学校増改築衛生設備工事につきましては、当該校の老朽化した校舎及び屋内運

動場を増改築することで、子どもたちの教育環境の改善を図るものであり、議案にお示しした内容

で契約を締結しようとするものでございます。 

なお、工期はいずれも令和５年１月３１日までであり、令和５年４月の新学期からの供用開始を

予定しているところでございます。 

よろしくお願いいたします。 

○三宮経済部長 報告第２号及び報告第３号、専決処分の報告についてにつきましては、総務常任

委員会所管ではございますが、経済部に関わりがございますので御報告申し上げます。本件につき

ましては、緊急施行を要するため、令和３年度旭川市一般会計補正予算を定めることを８月２３日

及び８月３０日に専決処分させていただいたものでございます。 

まず、報告第２号でございます。議案書の後ろから４枚目の裏面にございます令和３年度旭川市
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一般会計歳入歳出補正予算事項別明細書を御覧ください。７款１項１目商業振興費、感染防止対策

協力支援金２５億６千６８７万８千円でございます。この事業は、緊急事態措置等に伴う休業や営

業時間短縮要請などに応じた飲食店等への支援金を給付するものでございまして、第３回臨時会及

び第２回定例会におきまして、５月１６日から７月１１日までの要請に応じた飲食店等に対する支

援金につきましては、補正予算の議決をいただいたところではございますが、新たに８月２０日か

ら９月１２日まで本市が、まん延防止等重点措置の措置区域に追加されたことに伴いまして、支援

金を給付するため、所要額を補正したものでございます。 

次に、報告第３号でございます。議案書の最終ページにあります同じく事項別明細書を御覧くだ

さい。事業名は同じく、感染防止対策協力支援金３億１千７０５万円でございます。報告第２号の

専決処分におきましては、８月２０日から９月１２日までのまん延防止等重点措置に伴う支援金の

給付について補正予算を定めたところでございますが、本市が８月２７日から緊急事態措置に伴う

特定措置区域に指定されたことに伴いまして、１店舗、１日当たりの支援金の下限額が３万円から

４万円に増額されたことから、増額分を補正したものでございます。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 

○品田委員長 ただいまの報告につきまして、特に御発言はありますか。 

（「なし」の声あり） 

○品田委員長 なければ、ここまでの報告に関わり出席している理事者につきましては、退席して

いただいて結構です。 

次に、提出議案以外の事項であります。サウンディング型市場調査の実施について、理事者から

報告願います。 

○高田社会教育部長 サウンディング型市場調査の実施について、御報告いたします。 

行財政改革推進プログラム２０２０では、持続可能な財政運営と効果的で効率的な行政運営を目

的に、民間活力を活用し、施設等のサービスの向上と効率的な管理運営体制の検討を進めることと

しております。こうした民間活力の活用に向けた検討を効率的に進めるため、総務部行政改革課の

主導の下、全庁的にサウンディング型市場調査を実施することとなりました。 

サウンディング型市場調査は、民間事業者との意見交換等を通じ、事業に対して様々なアイデア

や意見を把握するもので、多様な視点から施設の魅力やポテンシャル、課題を整理するとともに、

施設の将来像を明確にすることを目的としてございます。 

今回、調査対象とする教育委員会所管の施設につきましては、資料の２枚目にございますサウン

ディング型市場調査対象施設一覧のうち、社会教育部ではナンバー１の中原悌二郎記念旭川市彫刻

美術館からナンバー８の旭川市博物館まで、学校教育部ではナンバー１０の東旭川学校給食センタ

ー及びナンバー１１の廃校施設２施設を対象として調査を実施いたします。 

調査のスケジュールにつきましては、資料の３枚目になりますが、今月１３日から実施要領の公

表とともに参加者募集を開始し、１０月に説明会や現地見学会を開催した後、１１月にサウンディ

ング調査を実施、令和４年１月に実施結果を公表する予定となってございます。 

報告は以上でございます。 

○品田委員長 ただいまの報告につきまして、特に御発言はありますか。 

○江川委員 今の発言に関して、ちょっと幾つかお伺いしたいと思います。 
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まず、行財政改革推進プログラムには、廃校に関しては入っていなかったかと思うんですけれど

も、今回、廃校施設のサウンディング調査を行う目的と概要というのをお示しください。 

○熊谷学校教育部教育政策課適正配置担当課長 廃校施設につきましては、現時点では利活用方法

が決定していない施設が多くあることから、施設の有効活用を図るため、サウンディング型市場調

査を実施しようとするものです。 

本調査では廃校施設の利活用に係る条件を提示し、説明会や見学会を行った上で、民間事業者か

ら廃校施設の利活用方法について幅広く、かつ具体的にアイデアの提案を受け対話することで、市

場性の有無の把握や様々なアイデアの意見収集、さらには行政では気づきにくい課題把握などを行

うことにより、利活用の促進のための手法について検討してまいりたいと考えているものでありま

す。 

○江川委員 廃校ということで学校施設ではあるんですけれども、廃校となった時点でも施設の管

理がそのまま学校教育部というところが、私は少し違和感を感じるところであったんですけれど、

使っていない公的施設というふうに考えるときに、活用のための今回のサウンディング調査という

のは、廃校に関してはある程度は評価できるのかなというふうには思っています。ただ、現在どの

ぐらいの施設があって、どういうふうになっているのか全く見えないなと思ったので、現在、廃校

というのは何施設あって、活用されているのは何施設ぐらいあるんでしょうか。 

○熊谷学校教育部教育政策課適正配置担当課長 現在、廃校施設は建物が現存しているもので２１

施設、そのうち１３施設は利活用されておりまして、主な用途としましては、子ども総合相談セン

ターをはじめ、公民館の分館のほか、道立の高等支援学校、また、社会福祉法人が運営する障害福

祉サービス事業所への貸付け、さらには民間企業に売却するなどの活用がされているところであり

ます。 

また、利活用方法が決定していない廃校施設につきましては、旧神居古潭小中学校、旧千代ヶ岡

中学校、旧雨紛中学校、旧北都商業高等学校、旧北都中学校、旧千代ヶ岡小学校、旧旭川第２小学

校、旧旭川第２中学校の以上８施設となっております。 

○江川委員 では、そのうち今回サウンディング調査を行うのは何施設でしょうか。 

○熊谷学校教育部教育政策課適正配置担当課長 本調査におきましては、利活用方法が決定してい

ない８施設のうち、特に利活用の照会等が多い旧千代ヶ岡小学校、また、８施設のうち４施設は市

街化調整区域に立地していることから、その中から旧神居古潭小中学校を選定し、その２施設につ

いて試験的に実施したいと考えております。 

○江川委員 試験的にということで、一つは問合せが多い施設なのかなというところです。という

ことは、活用を検討していく過程で、民間事業者とのやり取りも一定数あったことと思うんですけ

れども、対象施設に関してどのような意見が寄せられていますでしょうか。また、担当課としての

課題認識を併せてお答えください。 

○熊谷学校教育部教育政策課適正配置担当課長 これまで市ホームページなどで廃校施設の跡利用

者を募集してきたところですが、民間事業者等から様々なお問合せをいただいており、件数で申し

ますと毎年２０件程度となっております。 

また、主な事業提案で申しますと旧千代ヶ岡小学校につきましては、空港や駅に近く、建築後ま

だ新しいことから、校舎を活用した宿泊施設やコワーキングスペース、教育施設などの相談があっ
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たほか、旧神居古潭小中学校につきましては、飲食店やスポーツ施設など多岐にわたり相談があっ

たところであります。一方で、先ほど申し上げましたとおり、市街化調整区域や住居地域に立地し

ている廃校施設が多く、利活用に当たりましては事業活動に制限があるため、希望する事業を廃校

施設で実施することが難しいケースや、営利目的の事業者等に対し貸し付ける場合、本市が算出す

る貸付料等が高額になると見込まれることなどから、事業者等のニーズや希望と合致する条件にな

く、利活用に至っていないところであります。 

○江川委員 サウンディング調査というのは、活用に対して具体的に意見を聞くという場なんです

けれども、これだけ聞くと、結構、廃校についてはもう行われているに等しいんじゃないかなって

いう印象を受けるんですよね。既にアイデアとかニーズとか課題点というのが、ある程度見えてい

るのではないかと思うんですけれども、今回、なぜサウンディング調査をして、どういうふうな目

的で情報を得たいということがあるのかなというふうに思います。何かありますでしょうか。 

○熊谷学校教育部教育政策課適正配置担当課長 廃校施設の利活用の募集につきましては、これま

でも多岐にわたり問合せをいただき、その中で、個別には事業アイデアや要望について伺っている

ところですが、主に市街化調整区域等の用途制限や本市が算定する貸付料、あるいは売却額が高額

であり、事業提案者が要望する貸付料等との乖離があることで、結果として利活用に至らない現状

にあると考えております。 

今回のサウンディング型市場調査では、用途地域等の条件や本市が算定する貸付料等について具

体的かつ一斉に提示し、事業提案者から実現可能な事業提案及び、その事業の実施に要する貸付料

等の要望額について具体的に提示してもらうことで、廃校施設の市場におけるニーズを把握し、利

活用促進に係る検討材料を得たいと考えたところでございます。 

○江川委員 先に条件を提示して、その中で受け付けるというところは少し違うんだよというとこ

ろもあるのかなと思っています。そして、そういった内容で一斉に調査するということが必要なん

だということですね。事業提案に合わせて用途変更等の条件を整えるのではなくて、やっぱりこの

状態で使ってくださいというのが基本というのが今の考え方ということでいいんですね。 

今回、機会としてこの事業提案にぜひ向き合って、そこを考えていただけたらなと思うんですけ

れども、今後、ほかの廃校施設の活用に関しては、サウンディング調査を行う予定なんでしょうか。

スケジュールの見通しを併せてお示しいただきたいと思います。 

○品田学校教育部長 廃校施設は、これまで児童生徒の教育環境としてのみならず、長い間、その

地域におけるシンボル的な施設として、また地域コミュニティーの核としての役割を果たしてきた

ことから、閉校後におきましても、地域の方々にとって大変大切な施設であると認識しております。

そのため、廃校施設の利活用につきましては、地域の活性化に貢献できるようなものとなるよう、

今回、試験的に選定した２施設のサウンディング型市場調査の結果を踏まえまして、様々な視点か

らアイデアや意見、それから市場における貸付料の適正価格について整理をいたしまして、サウン

ディング型市場調査の有用性を検証した上で、今後、他の施設の調査実施について判断してまいり

たいと考えております。 

○江川委員 まず、有効かどうかを考えるという受け止めでいいのかなというふうに思います。今

後に関しては、ぜひその都度、今お答えいただいたような内容というのを、先ほど、この３枚の資

料に従ってさらっと話しただけではなくて、ちゃんとお話をしていただきたいな、資料提示してい
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ただきたいなということを申し上げて、廃校に関してはここで終わりにしたいと思います。 

今回のこのサウンディング調査の報告の内容ですごく気になっているのが、社会教育施設のサウ

ンディング調査に関してなんですよね。そこの部分をちょっと伺いますけれども、行財政改革推進

プログラムには、結構はっきりと委託という言葉が出てきているかと思います。具体的にどのよう

な内容でサウンディング、つまり民間から活用の事例とかアイデアというのを調査しようとしてい

るんでしょうか。 

○岩崎社会教育部次長 サウンディング型市場調査は、民間事業者等との意見交換等を通じて、

様々な視点からアイデアをいただくものですが、社会教育施設におけるサウンディング型市場調査

の実施に当たっては、各施設の現状と課題を踏まえ、調査する内容を定めております。 

主な調査内容といたしましては、市民サービスの向上の取組、各施設の利用活性化のための情報

発信や事業のアイデア、課題の解決手法のほか、効率的な施設管理運営手法などについて調査を実

施するものでございます。 

○江川委員 今、各施設の現状と課題を踏まえて調査するということ、それから効率的な施設管理

運営手法などについて調査をするということなんですけれども、この効率的な施設管理運営手法と

いう点が気になるんですけれども、あくまで委託を前提としたものではないという認識でよかった

ですよね。効率的な社会教育というのはすごく難しいですし、できたとしても、私はそんなに画一

的な人間が育てられて、みんな同じ人に育つというのはないと思うので、どうなのかなと。正直、

考え方的にも統一されていくのはどうなのかなというふうに思っています。社会教育施設だからこ

そ、効率的な利益を求める委託というのは、すごくなじまないのかなというふうに考えています。 

例えば、既に窓口等を含めて民間委託が行われている科学館サイパルについて伺いますけれども、

今もう既に行われているにもかかわらず、今回の調査対象になっています。さらにどこの活用に関

して意見を調査するのでしょうか。これ以上委託できそうなところはないように思います。民間事

業者がその中でどのような利点を求めると考えていますでしょうか。 

○吉田社会教育部次長 旭川市科学館サイパルにつきましては、委員の御指摘のとおり、施設の維

持管理に関わる様々な業務をはじめ、観覧券の発行や案内などの窓口業務、展示機器の利用に当た

ってのアテンドなど、多くの業務について既に委託を行っているところでございまして、さらに委

託する業務を拡大することは具体的には考えてはおりません。 

科学館といたしましては、今回のサウンディング調査を通じまして、民間事業者の視点から科学

館の魅力やポテンシャル、課題などについての御意見や御提案をいただくことで、科学館のさらな

る魅力や利便性の向上のほか、新たな民間活力の活用に期待しているところでございます。 

また、民間事業者にとっての利点といたしましては、科学館に限らず安定的に事業活動が見込ま

れることのほか、多くの方が利用する施設でございますので、企業の知名度の向上や、科学館とい

う公益性のある施設を運営しているということによる、企業イメージのアップなどの利点があるの

ではないかと考えております。 

○江川委員 科学館としてはこれ以上の民間委託は今のところは考えていないということで、少し

その点は安心いたしました。 

そのほか、実は同じ答弁を期待して博物館、図書館にも伺おうと思っているんですけれども、次

は博物館に関して伺います。どういった部分に関して民間からの意見を調査するのでしょうか。ま
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た、どのような利点を事業者が求めていると考えますでしょうか。 

○石原博物館長 旭川市博物館に関してですが、本館は貴重な各種資料を通じ、旭川の歴史や文化、

自然などを総合的に学べる施設であり、特にアイヌの歴史や文化について、関係資料を分かりやす

く展示、紹介しております。また、本市の総合博物館として、本市に関わる貴重な郷土資料を保存

しており、それらの調査研究活動をはじめ、市民等への教育や学術、文化の発展に関わる各種事業

を実施してきているところでございます。今回の調査では、こうした博物館の魅力やポテンシャル

を生かす取組や、来館者の満足度向上への取組、効果的、効率的な運営手法などの項目について、

民間事業者の方々の様々な視点からアイデアや意見を期待するものでございます。 

また、本調査における民間事業者にとっての利点についてですが、旭川市博物館の事業方針や目

的、内容等をじかに把握することができることや、民間事業者の方々からの提案が事業内容等に反

映される可能性も考えられるところでございます。 

○江川委員 来館者の満足度というような言葉が出たり、やっぱり効率的な運営というところは実

はとても心配なところだなと思っているところです。これ以上深くは聞きませんけれども、私は博

物館も科学館も動物園とかも含めて、年間パスポートを持っているので、１回買えばっていう感じ

なんですけど、どの施設もクレジットカードを使えるようにすると、そういう意味では満足度とい

うよりは利便性が上がると思うので、何か調査をする前にすることはあるんじゃないっていうふう

には正直思います。ぜひ、にこにこ現金払い以外の支払い方法も検討していただきたいと思います。 

次に、図書館に関して伺いますけれども、図書館の民間委託って、実は私が司書だった頃からず

っと話題に上がっていて、北海道立図書館等が図書館は民間委託になじまないっていう提言をされ

ていたり、それでも一定の道内の自治体も民間委託を行っていたり、全国的にも多いところかと思

います。しかしながら、東京都が今年度から、高校の図書室なんかがずっとこれまで民間委託され

ていたのがなじまないということで、民間委託をやめて直接雇用に切り替えるという方針をこの春

打ち出しました。そういった、一定期間を経て直接雇用に戻すという例が出てきている中、旭川市

は民間委託を目標とするかのようなサウンディング調査を今、内容を示さずに行おうとされている

わけですけれども、今回どのような部分に関して意見を求めるのか。また、民間事業者が図書館に

アイデアを出すという点で、どのような点に利点を求めると考えていますでしょうか。 

○西野中央図書館長 図書館といたしましては、今回の調査においては、直接、業務委託や指定管

理者制度の導入を前提としたものではなく、図書館利用の活性化について民間のノウハウを聞き取

ることを主な目的と考えております。具体的には、現在取り組んでいる事業を中心に、関係団体と

の連携、協働による取組、子どもの発達段階や地域特性に応じた資料の充実などについて、民間事

業者から御意見やアイデアをいただき、さらなるサービスの向上につながることを期待していると

ころでございます。 

公立図書館への指定管理者制度の導入につきましては、指定期間が短期であるために、長期的視

野に立った運営というものがなじまないなどの見解や提言が、国や任意団体などから示されている

ことは把握しておりまして、図書館運営の継続性や安定性を踏まえた検討や対応が必要であると認

識しております。 

また、調査による民間事業者の利点につきましては、本調査を通じて図書館の使命や設置目的な

どの基本的情報のほか、これまでの取組や目指している目標、課題などについて直接把握できるこ
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とや、自らのアイデアが事業内容に反映される可能性などがあるのではないかと考えているところ

でございます。 

○江川委員 今の答弁の中で、直接、業務委託や指定管理者制度の導入を前提としたものではない

と。直接という言葉がすごく気にはなるんですけれども、現段階では精いっぱいのお答えなのかな

というふうに思っています。 

先ほど、指定期間が短期であるために長期的視野に立った運営がというような言葉があったかと

思うんですが、東京都はまさに長期的に委託契約をしていたんですよね。ところがその長期契約の

中で、これは難しいということで、長期的な視野で直営に戻していくという動きになっていますの

で、ぜひ参考にしていただけたらと思っています。 

博物館と図書館で思う利点というのが、何かちょっと行政と市民感覚の乖離なのかなというふう

に思うところがあるんですけれども、アイデアの採用ってこれはつまり企画なんだと思うんですよ

ね。そういった企画って、製品なわけですよ。何ていうんでしょうかね、経済的な部分が関わって

くるものなわけです、資産になるものですから。それを何かここで、何の見通しも利点もなくアイ

デアだけくださいというのは、なかなかちょっと難しい話なのかなというふうな印象を受けていま

す。社会教育施設というのは、直接的な利益が見えにくいというふうに私は思っています。施設活

用の目標数値に、ある程度共通して入館者数というのを皆さん挙げておられるかと思うんですけれ

ども、その数値をもって施設が活用されているというふうに考えていますでしょうか。 

○岩崎社会教育部次長 社会教育施設におきます入館者数を活用の目標数値としていることにつき

ましては、多くの来館者が知識の習得やスキルアップなど、何らかの学びの目的を持って来館され

ておりますことから、学びに活用されているかどうかの成果を把握するための客観的な指標の一つ

となると考えております。 

なお、社会教育施設につきましては、社会の要請や地域特性、地域課題、住民の学習ニーズによ

って入館者数も変化するものと捉えておりますが、社会教育が果たす役割としましては、入館者数

のみならず、市民が主体となって学習成果を地域づくりに生かす環境の整備とともに、それを支援

する取組の充実が重要であると考えております。 

○江川委員 市民が主体となって学習成果を地域づくりに生かす環境の整備とともに、それを支援

する取組の充実が重要ということで、そこは少し安心いたしました。生涯教育と言われて、そして

社会教育というような形になってきているかと思うんですけど、学びとしては大切だという認識は

皆さんあると思うんですけれども、社会教育法の目的規定である第１条は、「教育基本法の精神に

則り」という言葉から始まっているわけですね。教育行政として、本当は市長部局とは少し一線を

引いているはずなんですけれども、なぜ行財政改革推進プログラムにおけるサウンディング調査を

行うこととしたのか。教育行政として、今回のサウンディング調査に応じた理由というのを明確に

お示しいただきたいと思います。 

○高田社会教育部長 サウンディング型市場調査の実施につきましては、行財政改革推進プログラ

ム２０２０で位置づけられた施設を対象に、限られた経営資源の中で効率的、効果的な行政運営と

持続可能な行政運営を図るため、民間活力を活用し、市民サービスの向上と業務の効率化を検討す

るために実施するものでございます。 

この調査では、民間事業者との意見交換等を通じまして、様々なアイデアや意見をお聞きし、有
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益なものについて、今後の事業展開や施設運営の検討に活用することも見込まれております。所管

する旭川市社会教育基本計画における目標達成や課題解決にも寄与するものと考えているところで

ございます。 

今後の社会教育施設における事業展開や施設運営に当たっては、少子高齢化、人口減少、市民ニ

ーズの多様化などの社会情勢の変化や、施設の老朽化、厳しい財政状況などへの対応が必要となっ

ており、同じ課題を持つ市長部局と教育行政機関が一体となって、持続可能な行政運営と行政サー

ビスの維持に努めていく必要があると考えてございます。こうした観点から、このたびの調査につ

きまして実施するということになったものでございます。 

○江川委員 ざっくりまとめると、施設に関しては同じ課題ですっていうことなんだと思うんです

よね。そういう認識でいいんだと思うんですけど、取りあえず、今日は報告に関するものですので、

このあたりでやめておきますけれども、１点だけ、行財政改革推進プログラムにおけるサウンディ

ング調査を行う報告だったとしても、資料の２枚目のところにあるこの１３施設のうち、８つの項

目が社会教育部所管ですし、５番の公民館とか、６番の旭川市図書館ってさらっと書いていますけ

ど、公民館だけでも本館１４館中７館、分館１０館中８館の１５施設ですよね。旭川市図書館って

いうふうにあっさり書いていますけど、中央館、５地区館、１０分室とそれぞれあるわけですから、

１６あるわけですよね。そういうふうに何かこう、ざっくりとされているなというのと、結構大き

な内容だったと思うんです。たくさん施設がある中で、これまでのサウンディング調査って、きち

っと要綱を含めて資料提示がされて話をされてきたことと思いますので、確かにたくさんあるので

１つ１つは難しいでしょうというのは何となく分かるんですけれども、ただ、個々の実施要綱案を

一切説明しないで一度にまとめて報告するという点に関して、私はすごく強引に感じました。です

ので、今後、ぜひ丁寧な説明をしていただきたいと指摘申し上げまして、今日のところは終わりた

いと思います。 

○品田委員長 そのほかに御発言はありますか。 

○能登谷委員 ちょっと急に手を挙げましたので、簡単に聞きたいと思うんですが、委員長も、秋

なのでしっかり議論するようにとおっしゃっていました。その流れで、江川さんに今聞いていただ

きましたので、およそ分かったんですけれども、ちょっと聞きにくいだろうなと思うところだけ伺

いたいと思います。 

一つ聞きたいのは、調査手法のことなんですよね。最近、サウンディングというのがやたら多い。

サウンディング調査って、本当にこれでいいのかなというのがちょっと問題意識としてあります。

行政としては、非常に安易ではないのかなというふうに思っています。なぜかというと、もともと

は行政が自分たちでいろんな計画を持って、それから施設についても自分たちの考え方で、博物館

であれば博物館法に基づくといった、法に基づく執行を行ってきたわけですよね。科学館もそうだ

し、動物園もそうですし。それが、計画でなく民間から意見を聞くということですよね。だから、

もともとは計画を持ったり考え方を持って、それについて聞くときはヒアリング調査って言ったん

です。行政にもともとの考えがあって、これでどうだろうかねって。こういうふうに定めたんだけ

ど、民間の意見も聞きたい。民間というのは当時、ほとんど市民や市民団体でしたから、事業者で

はないんですよ。それがヒアリング調査だったと思うんですね。今は、サウンディング調査だと。

何でこういうことになったのかな。主語が逆転したのか。行政から民間に主語が変わってしまった
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んだろうかという強い懸念があります。 

いつ頃からかなと思っているんですが、私がよく聞くようになったのは空港の民間委託の頃から

ですね。サウンディング調査で、どうしたらいいかそっちから言ってくれと。私たちは分からない

からお手上げですと。ただ、国からは民間委託をやれとどんどん責められているから、当時の官房

長官の菅さんのところが直結でやっていましたよね、官邸直結で。だから、６空港に旭川が交ぜら

れて、いつの間にか民間になってしまいましたけど、それはサウンディングだったんです。去年は

土木部でサウンディング調査があって、常磐公園などの都市公園について、運営をどうしたらいい

かというんでサウンディング調査をしたけど、それはあんまりうまくいかなかった。それはそうで

すよね、事情が違うし上野公園とは違いますから。雪が降って半年使えないんだから。向こうはス

ターバックスとかいろんなものが建っていますけど。それとは違うという中で、空港の民間委託や

去年もそれがあったっていう中で、事業者の声を聞かないとできないと、丸投げになったのかな。

完全に私は主語が変わってきたんじゃないかと思うんですが、その調査の手法ということ自体、ど

うしてこういうふうに変わったのかなということをまず聞きたいと思います。 

○品田学校教育部長 廃校施設の活用の部分のサウンディング調査のことでありますけれども、廃

校施設の活用につきましては、これまでも庁内、それから庁内だけでなく地域の方々と協議、検討

を続けてきておりますし、またホームページ等で周知をすることで、興味のある企業、団体等から

もいろいろと相談等を受けてきているところであります。ただ、先ほどもお話をしましたけれども、

価格の問題ですとか、施設の立地場所による制限等の問題で、なかなか話がうまくまとまっていか

なかったという箇所が幾つかございます。そういった中で、決して我々も投げ出すということでは

なくて、一定程度条件を示した中で、広く、企業だけではなく民間のいろんな団体等も含めまして

アイデアを募集したいということで、このサウンディング調査という形でやらせていただきたいと

考えているものであります。 

サウンディングの中での大きな目的の一つは、提案を受けて判断するということではなくて、

様々に課題ですとかそのアイデアのいいところですとか、そういったところの相談に乗っていただ

く形で、解決策を見つけていきたいというのが大きな趣旨でございますので、そういったことで廃

校の部分についての利活用を検討していきたいということを考えているものでございます。 

○高田社会教育部長 今回のサウンディング調査につきまして、委員の御指摘にありましたとおり、

私どもの各施設、法律等にのっとった運営ということで、それぞれの施設を運営しているところで

ございます。今回の調査におきましても、全てを投げて聞くということではなくて、しっかりと私

どものほうで、そういった今までやってきている計画に基づくいろいろな事業の展開を踏まえて、

その中で今いろいろと課題として捉えていることをしっかりと説明をさせていただいた中で、民間

の皆さんの新たなアイデア等をいただくというような流れの調査というふうに考えてございまして、

我々も聞く者の責任として、しっかりと我々の今やっている部分を捉えた上で、民間の皆さんから

の意見をお聞きするような調査にしてまいりたいというふうに考えてございます。そういった意味

で、そういったツールの一つとして今回行うということでございまして、所管している社会教育部

としては、特に今までと変わったというふうには考えてございませんで、あくまでもこれはゴール

ではなくて、それをいろいろと検討するためのツールの一つというふうな捉え方でございます。 

○能登谷委員 何かよく分からないんだよね。結局、サウンディング型市場調査の実施についてと
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いう報告事案なんですよね、これね。一つ一つの、例えば社会教育のほうの文化団体とか博物館と

か、そういうものについて今回いろいろ考えて、サウンディング調査をしたいんですけどというも

のじゃないんですよ。何で全部一括で、東旭川の学校給食センターと廃校施設と庁舎のレストラン

と、図書館や科学館などと一緒の調査なの、そしたら。ほかの部局のもあるから答えにくいことも

きっとあるかもしれないけど。同じ部の中でもいろんなものがあるんだけど、全部サウンディング

じゃないと駄目なのかね。もともと法に基づく執行が義務づけられているものと、そうじゃないレ

ストランと一緒なんだけど、そういう調査をしたいということだよね、ほかの部局のもあるけど。

それで大丈夫なのかね、そういうやり方で、手法として。 

○高田社会教育部長 民間事業者の皆さんからお話を聞くという部分では、どの施設も共通でござ

いますけれども、その意見をお聞きする内容につきましては、各施設の性格に応じて、今持ってい

る課題も含めまして、そういった内容でお聞きをするということで考えてございまして、ほかの施

設と同じような内容のものを一律で聞こうというような認識ではございません。 

○能登谷委員 去年、土木部でうまくいかなかったのは結局、もうからないからなんですよ。都市

公園のところで年間を通じて商売をして、事業者がもうかるかどうかということしかサウンディン

グ調査には引っかかってこないですよ。博物館でもうけようということにはならないでしょ。レス

トランはそれなりに収益がないと続けられないかもしれないけど、それと一緒にならないですよね。

それが同じ調査で、民間にもうかりまっかって聞くようなやり方というのがどうなのかって言って

いるんですよ。 

確かに、先ほど廃校施設のこともありました。ホームページ等でも意見を聞いたけど、なかなか

出てこないと。それはそうでしょう。ただ、今までいろんなところで廃校施設をどうするかという

議論があったときに手を挙げたりしているのは、いろいろな文化団体が使いたい、芸術家が工房に

使いたい、それから高齢者の施設とか障害者の施設とか作業場にしたいとか、いろいろ例はありま

すよね。地域のコミュニティー施設になっているところもありますよね、集会所等々でね。そうい

ういろんな手法について、じゃ廃校施設について伺えば、学校教育部内の議論では無理でしょう、

もともとが。学校教育部が学校教育に使うんだったらそんな意見聞かなくてもいいわけだから、自

分たちでこう使いますって定めればいいわけで、何の用途変更もしなくてもいい。だとすると、行

政内で全庁的な利活用の検討というのはしたんでしょうか。 

○熊谷学校教育部教育政策課適正配置担当課長 廃校施設の利活用に関わりましては、ただいまの

委員の御指摘のとおり、地域において閉校となったシンボル的な施設を、地域の要望を受けてどう

やって利活用に反映させていくかという観点で申しますと、教育委員会としましては非常に大きな

課題であり、難しい役割であると認識しております。したがいまして、本市の行政財産全体の利活

用の在り方に関わることでもありますことから、今回のサウンディング調査で一定の条件を示しな

がら、こちらの廃校の建物の状態、そういったものを示した上で御意見をいただきながら、いただ

いた御意見を検討材料として、必要に応じて関係部局と協議していく必要があるものと考えており

ます。 

○能登谷委員 それは逆だと思います。民間の事業者に意見を聞くということは、これはもうかり

ますかっていう話なの、事業者としては。もうかるかどうかでなく、行政としてはこの施設を使っ

てどうやって旭川市のために役立てるか。学校だったから、急に商売をやってくれというよりは、
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もっと教育や文化のことを考えたいとか、教育委員会としての意思もあるでしょう。それに全庁で

いろいろ考えれば、いや高齢者施設が足りてないんだよとか、障害者の施設が欲しいんだよとか、

いろんなことがあるんじゃないですか。その全庁的な検討もしない中で、取りあえず民間の事業者

にサウンディングだといって、もうかるかどうか聞かせてもらって、それから物を考えるというの

は、丸投げというか、行政の身売りだと思うんだよ。何をしたいのか、まず行政が自ら意思形成す

べきだと思います。その上で、こういうやり方をしたいんだけどどうだろうか、またはそこも考え

られないんであれば、最初からもう全庁的なプロジェクトチームを立ち上げるとか。市民参加で市

民にも入ってもらって、いろんな団体もありますから。文化団体も教育団体も、そういう人たちの

手も借りて、どうやってこの施設を利活用したらいいのかということを考えていくべきなんじゃな

いですか。 

○品田学校教育部長 ただいまお話のありました全庁的な検討の部分につきましては、廃校の利活

用ということについて、全庁的には当然協議等は進めているところであります。また、その中でも

こういった形での活用という具体的なものがなかなか示せないということもあります。 

また、全てではないんですけれども、一部の廃校施設につきましては、民間の団体ですとか企業

からいろんなアイデア、相談等も寄せられておりますことから、そういったことも含めまして検討

しているという状況ですけれども、なかなか課題等が出てきているものですから、これまではうま

くまとまっていなかったという状況であります。 

繰り返しになりますけれども、そこで今回、このサウンディングという手法を取りまして、民間

企業等のアイデアをさらに募集いたしまして、相談をする中で、そういったよりよい利活用の方法

について探っていこうというものでございます。 

○能登谷委員 最後に一つだけ聞きます。 

どうも納得いかないのは、市民とか行政全体の力を合わせるという視点が私は欠けているように

思う。困難だとか、あれをしてほしい、これをしてほしいというのはいろいろ聞こえてきているか

もしれないけど、本当にこのことで力を貸してほしい、市民参加で何かつくり上げていこうという

プロジェクトが僕はあってもいいと思うんですよ。 

それで、サウンディング調査に最終的に手法を定めたと。いろんな調査手法があるわけだけど、

比較検討しながらサウンディング調査に定めたと思うんですが、どのように比較して、これがやっ

ぱり一番いい手法なんだと選んだ理由をお聞かせください。 

○熊谷学校教育部教育政策課適正配置担当課長 今回、サウンディング型市場調査を選んだ理由と

いたしましては、今回は行政改革の関係で、時期を一斉にということで参加をさせていただいてい

るところですけれども、かねてから廃校利用が進まない実態をどうやって解決していくかといった

中で、他都市の状況も調べながら、全国的には廃校利用を促進するためにサウンディング調査を実

施して、その有用性を検証した上で実際に公募のほうに入っていっている、そういうような市町村

も多々あるものですから、かねてからそういったサウンディング調査の実施につきましては、教育

委員会としては検討をしてきていたところです。その中で、全庁的にサウンディング調査を実施す

るということで、その募集の方法とかといったところで、ある程度一致するところもあるものです

から、独自の廃校利用の関係の公募要領を定めまして、先ほど委員に御説明をさせていただいた廃

校特有の条件を、ある程度課題も含めてお知らせすることで廃校施設の中で、ある程度民間企業さ
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んの情報、アイデアをいただきながら、何が最も課題なのかといったところをもって、その課題解

決に向けて、今言ったように全庁的に関係部局とも協議しながら、解決策を模索したいということ

で今回実施したものでございます。 

○能登谷委員 本当に終わりますけど、結局比較検討していないと思うんですよ、調査手法は、今

の話だと。ほかにも調査の手法はありますから。全庁的な調査に乗っただけじゃないんだろうかと

強く思ってしまいます。だから、そうであれば、このサウンディング調査で終わりにしないで、も

っと広く市民意見を聞いて、行政としての意見をやっぱりきちっと定めていかなければならないん

じゃないのかということを提起して終わります。 

○品田委員長 そのほかに御発言ございますか。 

○横山委員 今のお二人の委員の議論を聞いていて、私もちょっと懸念するところがいろいろ出て

きたんですけど、１点だけ伺いたいと思います。 

調査対象の施設の中に学校給食センターが入っているんですね。これまで答弁の中で、業務委託

や指定管理者制度への移行は前提ではないんだとおっしゃってはいるんだけども、この資料の最初

のページの２番の概要の中で、一番最初に市場性の有無の把握って出てきているんですよね。把握

だから、市場開放するんだということを言っているわけじゃないけども、やっぱりこの調査をして

いくことが、私は市民に対してちょっと誤ったメッセージを発するんじゃないかという懸念をして

いるんですね。学校給食に関わっては、全国的には民間委託等で様々な問題が出ていることも耳に

入っていますので、旭川もいよいよお金がないからそういうことになるのかというような、市民に

対する誤ったメッセージになるんじゃないかなというふうに感じています。現段階では答弁は変わ

らないのかもしれませんけれども、やっぱり市場性が一番ないところだからこそ、行政が直轄でこ

れまでもやってきた、教育や文化に関することというのはまさにそうだと思うんですけれども、改

めてそういうことが前提ではないんだということを、もう一度確認させていただきたいなと思いま

す。 

○品田学校教育部長 これまで、学校給食の調理の部分については、各学校、それから東旭川の給

食センターで、旭川市の教育委員会が直営で賄っているというところでございます。ただ一方で、

学校給食の調理業務につきましては、北海道全体では５２．３％の市町村が民間に委託していると

いう状況もございます。ただ、先ほどの繰り返しになりますけれども、あくまでも民間委託を前提

にするですとか、そういったことではなくて、よりよい安全で安心でおいしい学校給食の提供を前

提に、民間活力を活用した場合の効果について、我々としてはぜひ調べたいということを趣旨に今

回のサウンディング調査を実施するということでございますので、御理解をいただきたいと思いま

す。 

○横山委員 答弁は変わらないと思いますけども、全道的ないろんな給食の状況も、私も特に栄養

教諭の皆さんとかと情報交換する中で、やっぱり様々な課題が出ていて、民間委託をするような方

向性で進んでいるところこそ安全が失われているような、食中毒の発生ですとか様々な事故の報告

もされていますので、旭川の給食も市職員の皆さんを引き揚げてパート化していく中で、随分職場

の状況も、ちょっと極端ですけど悪くされていったんじゃないかと、そういう現場の話も私はたく

さん聞いていますので、そこの部分について本当に慎重に取り組んでいただかなきゃいけないとい

うふうに考えています。ぜひその部分の検討については、重ねて慎重に取り組んでいただきたいこ
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とをお願いして、私の質疑を終わります。 

○品田委員長 ほかに御発言ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○品田委員長 なければ、この報告に関わり出席している理事者につきましては、退席していただ

いて結構です。 

次に、川村カ子トアイヌ記念館施設整備基本構想について、理事者から報告願います。 

○高田社会教育部長 川村カ子トアイヌ記念館施設整備基本構想につきまして、御報告申し上げま

す。令和元年度に作成しました旭川市アイヌ施策推進地域計画に基づき、一般社団法人川村カ子ト

アイヌ記念館と協議しながら進めてまいりました、新たなアイヌ記念館の整備に向けた基本構想が

完成いたしましたので、その内容について御説明いたします。 

お手元に、基本構想の概要に関する資料１枚と基本構想の本体をお配りしておりますが、本日は

１枚目の資料に基づき御説明をさせていただきます。 

初めに、第１章、川村カ子トアイヌ記念館施設整備の背景と基本構想の目的でございます。本市

は、旭川市アイヌ施策推進地域計画において、アイヌ文化の理解の促進、アイヌ文化の保存と伝承、

アイヌ文化を生かした産業や観光の振興を基本方針とし、保存・伝承活動の拠点となる施設の充実

などを施策の方向に位置づけてございます。本市のアイヌ文化の関連施設としては、博物館と市民

生活館に加え、近文地区では１００年の歴史を持ちアイヌの人々が自ら運営し、来館者と顔の見え

る交流を通じた活動が可能な川村カ子トアイヌ記念館は、地域計画の目標でございますアイヌ文化

を生かすまちづくりを推進する上で、大変重要な拠点施設になると考えてございます。しかしなが

ら、昭和４０年建築で老朽化が著しい現施設では、将来にわたり幅広いニーズに対応することは困

難な状況でございますことから、市としてアイヌ記念館の機能の充実のための新施設の整備に対す

る支援を行うこととし、このたび、それらに向けた施設整備基本構想を一般社団法人川村カ子トア

イヌ記念館と協議しながら作成したものでございます。 

新施設の建設予定地につきましては、配置図のとおり現施設の隣地、旧売店の建物が建っている

場所で、解体後、新施設を建設いたします。現施設は当面は残るため、新施設を新館と位置づけて

ございます。 

続きまして、第２章、施設整備の方針であります。新たな施設のテーマは、アイヌ記念館がアイ

ヌ語で「ピリカウレシカ」、訳して、心豊かな暮らしを感じることのできる施設を目指しておりま

す。資料の裏面に移りまして、市といたしましても、このアイヌ記念館が拠点施設として、展示、

体験交流、文化伝承、人材育成、教育、地域コミュニティー、情報発信、調査研究などといった多

くの機能の接点となり、多くの人々が交流する施設となることを期待しており、これら施設整備の

方針を基に、新たな施設の規模や各室の配置の検討を行いました。 

続きまして、第３章、施設の構成と利用計画についてでございます。ここでは、新たな施設の具

体的な概要をお示ししております。新施設は、鉄骨造りの一部２階建てで、展示室や多目的ホール

などとともに、現施設にはない調理実習室や研究室、トイレを整備いたします。延べ床面積は３７

８平米で、これは平屋の現施設よりも若干広くなってございます。１階、２階にまたがる展示室に

おいては、アイヌ記念館の独自のＰＲとして、近文のアイヌ文化や、川村カ子ト氏をはじめとする

文化伝承者一人一人に焦点を当てた展示を行うとともに、特に、旭川が発祥の地とされる木彫り熊
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の展示の充実を図ってまいります。また、現代作家の作品展示のスペースを設け、過去だけでない

現在のアイヌ文化の紹介を図ります。多目的ホールでは、アイヌ古式舞踊や民俗楽器の披露のほか、

講演会やイベントなどを実施し、体験交流や教育、情報発信などの場といたします。また、調理実

習室では、アイヌ伝統料理の研究や講習、試食体験などを実施いたします。２階の研究室につきま

しては、将来における地域のアイヌ文化の研究を行うためのスペースとなってございます。 

最後に第４章、概算建設費及び整備スケジュールでございます。まず、概算建設費につきまして

は、建築主体工事、電気設備工事、機械設備工事、それに展示工事を合わせた総工事費は２億円を

見込んでおります。その工程につきましては、建物工事及び展示工事を合わせて１０か月ほどが予

定されており、新館の開館につきましては、令和５年度になるものと見込まれております。 

以上が、基本構想の概要でございます。なお、現在、国の担当部局であります内閣府に対しまし

て、この基本構想を含め各種資料を提出し、国の交付金の認定のための事前の審査を受けていると

ころであり、９月末から１０月初めに決定される国の認定を受ければ、整備スケジュールのとおり、

本年度の下半期に建物の基本設計及び実施設計、地質調査を実施することとしております。順調に

いけば、令和４年度初めに工事に入ってまいります。工事整備の実施主体は、一般社団法人川村カ

子トアイヌ記念館となりますが、３年間にまたがる事業となりますので、教育委員会といたしまし

ては、アイヌ記念館施設整備をスケジュールどおり実施できるよう、今後も同法人と連携し準備を

進めてまいりたいと考えております。 

報告は以上でございます。 

○品田委員長 ただいまの報告につきまして、特に御発言はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○品田委員長 なければ、以上で予定していた議事は全て終了いたしましたが、その他、委員の皆

様から特に御発言はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○品田委員長 なければ、本日の委員会はこれをもって散会いたします。 

────────────────────────────────────────────────────── 

散会 午前１１時０４分 

 

 


